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新さっぽろとまと保育園 

 ごあいさつ 
                                                   

自然に恵まれたこの環境で、健やか

に、そして力強く生きていくための

「生きる力」を食、絵本、リズムあそ

び、プールを通して、子どもたちを育

てていきたいと思います。よろしくお

願いいたします。 
 

       園長 高井博史 

保育園の歴史 

 

昭和63年10月 とまと乳児保育園開園 

 (産休明け～2歳未満） 

平成3年5月 札幌指定を受ける 

平成5年9月 あっぷる幼児園開園 

平成16年3月 あっぷる幼児園閉園 

平成16年4月 新さっぽろとまと保育園開園 

 （産休明け～就学前） 

電話  ０１１－８９７－８６９３ 

Fax   ０１１－８９８－７４８１ 

Email  sin-sapporo-tomato04@vanilla.ocn.ne.jp 

新さっぽろとまと保育園 

私たちは子どもの「生きる力」を育みます 

ホームページ   http://sintomato.web.fc2.com/ 
 

ブログ   http://blog.livedoor.jp/tomatohoikuen/ 
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 保育園での取り組み 
 

★うすぎ・はだし保育 －室内は半そで・はだし－ 

★リズムあそび －子どもの発達を促す身体表現－ 

★水泳教室 

 ―年間通して希望者のみ ジャパンスイミング－ 

★厳選された木のおもちゃ 

 ―手触りの良い子どもの発達に合わせた木のおもちゃ－ 

★自然のなかで外あそび 

 ―１年を通して自然の中で、自然を使って遊びますー 

★園文庫 

 ―年齢に合わせたこだわりの絵本ー 

★食育（種植え・収穫・クッキング） 

 ー保育園の畑で収穫し、夏・秋の収穫祭などー 

★全クラス完全給食 

★アレルギー代替食 

★連絡帳での家庭との連携 

★異年齢との混合クラス 

★ことば・育児の相談 

 概要  
                 

▼職員数：２８名（保育士１７名） 

▼園児定数：６０名（産休明け～就学前） 

▼保育時間：７：００～１８：００ 

 短時間保育：８：３０～１６：３０ 
▼延長保育：１８：００～１９：００ 

 短時間保育の延長保育時間 

７：００～８：３０と１６：３０～１９：００ 

▼休園日：日祝日、年末年始 

全室、南向きで採光は充分、とても暖かで明るいです。 

保育園の様子 

毎月の行事 
 

☆誕生会 

☆避難訓練 

☆手作り弁当 

☆乳児健診 

☆モリモリタイム(食育） 

  年間行事 
 

６月  個人懇談(全クラス） 

６月   社会体験（5歳児） 

７月  親子レク全クラス） 

８月  夏の収穫祭         

９月   運動会(全歳児） 

      動物園遠足（3～5歳児 ) 

    お泊り会(5歳児） 

１０月 秋の収穫祭 

    夏祭り 

１１月 リズム発表会(3～5歳児） 

１２月 もちつき会 

     クリスマス会  

２月   節分 

    雪遊び遠足（4.5歳児） 

    個人懇談 

３月  ひな祭り  

    卒園式(4,5歳児） 

♪幼児健診（年２回） 

♪歯科検診（年１回） 

かかるお金 
 

保育料：０～２歳児のみ有料 

延長料金： 1時間200円 

貸しおむつ代： 1枚20円 

給食代：月6,000円(3～5歳児） 

水泳教室 月5,000円（2～5歳児） 

その他教材費など実費 
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保育理念 
 

「生きる力」を育む 
 

 その子の人格を形成するこの一番大事な時期に、あら

ゆる情緒・感覚（楽しい・悲しい・うれしい・くやしい・きも

ちいい・いたい・グチャグチャ・ベタベタ）などを体験さ

せ、頑張ることの大事さ、我慢することの大切さを身に

つけられる保育を目指します 

 

保育目標 
 

 ① 心身ともに力強さのある子どもに育てる 
 

 ② 自分で考えて行動できる子どもに育てる 
 

 ③ 思いやる心を持つ子どもに育てる 

 

保育方針 
 

・自然の中で遊ぶことで、自然の恵みに感謝し思いやる

心や、使い方次第で無限の可能性を持つ自然物に触れ

ることで考える心を育てる 
 

・たくさん歩き、心身を鍛え、頑張る心を育てる 
 

・薄着裸足保育で、健康で強い身体を作る 
 

・リズム遊びを通し、身体の使い方を感覚で体に取り入

れていくことで、しなやかで弾力そしてリズム感のある

身体を作る 
 

・絵本を通して情緒を刺激し豊かな心を育てる 
 

・作物を育て収穫し食べることで食の大切さを伝える 
 

・子どもの発達に合わせた、ぬくもり・暖かさのある「木」

のおもちゃや、手作りのおもちゃを多く取り入れる 
 

・異年齢との混合保育を行い、兄弟のような関係を体験

し、人を思いやる心を育てる 
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